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✿
創
刊
号
に
向
け
て
―
ご
挨
拶 

 
 

蓮
田
白
岡
稲
門
会 

会
長 

土
橋
藤
男 

  

私
た
ち
の
稲
門
会
は
平
成
二
二
年
九
月

（
２
０
１
０
・９
）に
埼
玉
県
内
二
四
番
目
の

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
今
年
で
七
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
六
年
の
間

に
入
会
し
た
会
員
数
は
（休
会
と
な
っ
た
方

を
含
め
）
一
一
〇
名
を
超
え
、
現
在
の
正
会

員
は
九
〇
名
弱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

年
間
の
定
例
行
事
と
し
て
総
会
・
忘
年
会
・歴
史
散
策
（ハ
イ
キ
ン
グ
）・六

大
学
野
球
「早
慶
戦
」
の
応
援
観
戦
・
映
画
鑑
賞
会
等
々
、
年
々
会
員
の
皆
様

の
ご
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
事
計
画
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
会
は
創
立
以
来
、
蓮
田
市
と
白
岡
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
会

員
の
親
睦
交
流
お
よ
び
相
互
扶
助
並
び
に
相
互
啓
発
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
会
の
行
事

を
、
よ
り
意
義
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
回
会
報
を
発
行
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
す
の
で
、
会
の
行
事
内

容
な
ど
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
諸
行
事
に
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
る
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
会
員
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

✿
平
成
二
十
八
年
度
前
半
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

第
七
回
総
会 

六
月
二
五
日
（土
）魚
庄
別
館
で
四
九
名
出
席 

 

三
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
蓮
田
市

映
画
製
作
実
行
委
員
会
が
製
作
し
た

映
画
、
『蓮
田
の
田
ん
ぼ
で
踊
り
ま
し

ょ
う
』の
鑑
賞
後
、
土
橋
会
長
の
議
長

進
行
で
第
七
回
総
会
の
議
事
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ
た
。 

第
三
部
は
、
和
や
か
に
懇
親
会
。 

望
月
幹
事
と
遠
藤
会
員
の
若
々
し
い

リ
ー
ド
で
早
稲
田
大
学
校
歌
を
斉
唱

し
、
総
会
を
締
め
く
く
っ
た
。 

〖
議
事
の
主
な
内
容
〗 

★
新
規
事
業 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開 

設
、
会
報
の
発
行 

★
平
成
二
八
年
度
の
予
算
規
模:

約 

一
〇
〇
万
円 

★
会
則
改
定  

①
監
事
増
員 

一
名
を
二
名
に
増
員
す
る 

②
年
度
途
中
入
会
者
の
年
会
費
を
減
額
す
る 

★
新
記
念
会
堂
募
金
・稲
門
祭
記
念
品
購
入
に
つ
い
て
の
説
明 

★
新
役
員 

幹
事 

石
井
秀
一
（昭
四
九
年
理
工
） 

幹
事 

堀
切
達
也
（昭
五
〇
年
理
工
） 

幹
事 

寺
尾
栄
司
（昭
四
八
年
理
工
） 

監
事 

根
本
盛
夫
（昭
四
〇
年
商
） 
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四
月
～
一
一
月
に
行
わ
れ
た
行
事 

 
 

春
の
歴
史
散
策
・渡
し
舟
体
験 

四
月
二
四
日
（日
） 

タ
タ
ラ
山
遺
跡
、
篠
津
久
伊
豆
神
社
な
ど
を
巡
り
、

最
後
に
昔
懐
か
し
い
八

幡
の
渡
し
を
体
験
し
た
。

懇
親
会
は
白
岡
駅
前
の

『
そ
ば
処
更
科
』
で
。 

（
参
加
者
：音
順
・
敬

称
略
）
足
利
和
雄
、
石

井
秀
一
、
石
川
尅
巳
、

伊
東
孝
、
折
原
薫
、
川

島
良
博
、
北
木
靖
、
小

杉
敏
雄
、
斉
藤
隆
宗

（
懇
親
会
）
、
佐
藤
忠
久
、

竹
内
幸
男
、
田
嶋
和
賀

夫
、
田
中
守
、
塚
田
博
、

鶴
巻
勲
、
當
山
武
（懇
親
会
）、
土
橋
藤
男
、
中
尾
連
、
根
本

盛
夫
、
初
川
吉
洋
、
濱
村
達
也
、
早
川
雄
一
、
堀
切
達
也
、

満
田
伸
二
郎
、
山
田
清
隆
、
山
本
満
、
吉
田
治
、
吉
田
里
子
、

米
山
禎
一
、
渡
部
辰
夫
、
山
本
一
夫
（ガ
イ
ド
、
船
頭
） 

特
別
参
加
：須
加
尾
和
子
、
藤
井
登
喜
子
、
折
原
雄
斗 

（
三
四
名
） 

 早
慶
戦
観
戦
・応
援 

五
月
二
八
日
（土
） 

 

内
野
の
一
般
席
に
陣
取
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
仕
入
れ
た
ビ
ー
ル

で
、
ま
ず
は
乾
杯
。
試
合
は
四
対
九
で
慶
応
に
軍
配
が
上
が 

っ
た
が
、
二
九
日
、
三
〇
日
に
早
稲

田
が
連
勝
、
勝
ち
点
を
挙
げ
た
。 

（
参
加
者
：音
順
・敬
称
略
）足
利
和

雄
、
石
井
秀
一
、
川
島
良
博
、
齋
藤

隆
宗
、
佐
藤
忠
久
（幹
事
）
、
土
橋

藤
男
、
西
澤
建
雄
、
根
本
盛
夫
、
早

川
雄
一
、
堀
籠
秀
直
、
満
田
伸
二

郎 
 

 
 

 
 

（一
一
名
） 

 

映
画
鑑
賞
・暑
気
払
い
会 

八
月
六
日
（土
）  

映
画
＝
蓮
田
市
図
書
館 

 

暑
気
払
い
＝
宝
家 

作
品 

『日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』二
〇
一
五
年
松
竹 

原
作 

半
藤
一
利 

 

監
督 

原
田
眞
人 

出
演 

役
所
広
司
、
本
木
雅
弘

他 

 

懇
親
会
は
『宝
家
』の
二
階
。

冷
え
た
ビ
ー
ル
が
引
っ
張
り
だ

こ
。
火
照
っ
た
体
に
夕
風
が
心

地
よ
く
、
時
を
忘
れ
た
。 

（参
加
者
：音
順
・敬
称
略
）足

利
和
雄
、
阿
部
遥
、
石
川
尅
巳
、

伊
東
孝
、
遠
藤
光
騎
、
小
杉
敏

雄
、
齋
藤
隆
宗
、
佐
藤
忠
久
、

鈴
木
正
明
＆
令
夫
人
、
竹
内

幸
男
、
田
中
守
、
塚
田
博
、
寺
尾
栄
司
、
土
橋
藤
男
、
初
川

吉
洋
、
堀
切
達
也
、
満
田
伸
二
郎
、
矢
口
直
樹
、
吉
田
治
、

米
山
禎
一 

 

（
特
別
参
加
）阿
部
忠
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（二
一
名
） 

秋
の
歴
史
散
策-

蓮
田
市 

一
○
月
二
日
（日
） 

 

根
金
の
北
向
地
蔵
か
ら
稲
荷
神
社
、
芥
川
龍
之
介
の
自
選

自
筆
の
銘
文
が
刻
ま
れ
た
石
碑
、
山
の
神
沼
を
経
て
近
く
の

梨
農
園
で
休
憩
。
最
後
の
ハ
ス
ト
ピ
ア
か
ら
一
路
懇
親
会
場

の
相
撲
茶
屋
『あ
き
た
や
』へ。 

（参
加
者
：音
順
・敬

称
略
）
秋
田
芳
助
、

足
利
和
雄
、
石
井

秀
一
、
石
山
忠
弘
、

遠
藤
光
騎
、
川
口

勲
、
川
島
良
博
、
齋

藤
隆
宗
（幹
事
）、

佐
藤
忠
久
、
眞
田

孝
雄
、
柴
村
榮
治
、

竹
内
幸
男
、
田
嶋

和
賀
夫
、
田
中
守
、

塚
田
博
、
鶴
巻
勲
、

寺
尾
栄
司
、
當
山
武
、
土
橋
藤
男
、
根
本
盛
夫
、
初
川
吉
洋
、

堀
切
達
也
、
望
月
勝
、
矢
口
直
樹
、
山
本
満
、
吉
田
治
（幹

事
）、
吉
田
光
男
、
米
山
禎
一
、
渡
部
辰
夫 

（二
九
名
） 

 

稲
門
祭
・ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ 

一
〇
月
二
三
日
（日
） 

 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
式
典
で
は
、
招
待
年
次
代
表
と
し
て
、

七
二
年
文
学
部
卒
で
二
〇
〇
九
年
に
『鷺
と
雪
』で
直
木
賞

を
受
賞
し
た
北
村
薫
氏
が
挨
拶
。
昼
食
後
訪
れ
た
大
隈
庭

園
で
は
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
、
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｏ
Ｂ

の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。 
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な
お
、
望
月
勝
（稲
門
祭
運
営
委

員
）
、
佐
藤
忠
久
（
同
実
行
委
員
）
の
両

氏
は
、
準
備
を
含
め
て
何
回
も
母
校
に

足
を
運
び
、
当
日
は
朝
早
く
か
ら
夜
ま

で
精
勤
し
た
。 

（
参
加
者
：
音
順
・
敬
称
略
）
足
利
和
雄
、

柴
村
榮
治
、
土
橋
藤
男
、
根
本
盛
夫
、

矢
口
直
樹
、
吉
田
治
、
米
山
禎
一 

（
七
名
＋
稲
門
祭
役
員
二
名
） 

 

埼
玉
県
支
部
大
会 

一
一
月
六
日
（日
）  

埼
玉
県
内

二
十
九
の
稲

門
会
の
会
員

代
表
二
〇
〇

人
余
り
が
、

会
場
と
な
っ

た
越
谷
市
の

叡
明
高
等

学
校
に
参
集

し
、
鎌
田
総
長
、
福
田
校
友
会
代
表
幹
事
な
ど
と
親
し
く

懇
談
し
た
。
ま
た
、
『
激
動
す
る
世
界
情
勢
と
日
本
経
済
に

つ
い
て
』
と
題
す
る
産
経
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
の
田

村
秀
男
氏
の
講
演
を
聞
い
た
。
（
右
の
写
真
で
マ
イ
ク
を
持
っ

て
い
る
方
が
田
村
氏
、
後
姿
は
鎌
田
総
長
） 

（
参
加
者
：音
順
・
敬
称
略
）足
利
和
雄
、
齋
藤
隆
宗
、
佐
藤

忠
久
、
竹
内
幸
男
、
土
橋
藤
男
、
根
本
盛
夫
、
矢
口
直
樹 

（
七
名
） 

平
成
二
八
年
度
後
半
の
行
事
予
定 

 

大
忘
年
会 

一
二
月
一
七
日
（土
） 

年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
年
末
の
定
番
行
事
。
今
年 

も
白
岡
市
の
『米
屋
』で
開
催
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参 

加
く
だ
さ
い
。 

 

◆
蔵
出
し
の
逸
品 

終
戦
の
詔
書
―
土
橋
会
長
の
蔵
か
ら 

今
年
の
映
写
会
の
『日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』（本
会
報

２
頁
ご
参
照
）に
そ
の
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
天
皇
が
玉

音
放
送
で
読
み
上
げ
た
の
が
こ
の
詔
書
で
す
。
土
橋
会
長
所

蔵
の
古
文
書
の
中
か
ら
お
借
り
し
て
、
表
紙
、
書
き
出
し
、

御
名
・御
璽
、
閣
僚
の
署
名
の
四
ペ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
閣

僚
の
署
名
の
中
に
は
、
海
軍
大
臣
・米
内
光
正
、
署
名
後
一

五
日
未
明
に
割
腹
し
た
阿
南
惟
幾
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま

す
。
（
二
頁
、
三
頁
・四
頁
、
七
頁
は
割
愛
し
ま
し
た
） 

           

🌸

ひ
ろ
ば 

 

皆
様
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

 

◆
連
載
講
座 

『吟
詠
と
漢
詩
』  

 

第
一
回 

基
本
的
な
約
束
ご
と 

 

漢
詩
は
、
い
ろ
い
ろ
な
約
束
事
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
ま 

す
が
、
こ
こ
で
は
一
人
の
吟
詠
・漢
詩
家
と
し
て
の
個
人
的 

見
解
を
述
べ
る
に
と
ど
め
ま
す
。 

（一
）決
ま
っ
た
形
式
を
持
つ
「定
型
詩
」で
あ
る
。 

（二
）韻
を
踏
み
ま
す
が
、
こ
れ
を
「押
韻
」と
言
い
、
句
末 

に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

（三
）一
句
あ
る
い
は
詩
全
体
に
は
、
抑
揚
の
流
れ
が
あ
り
、 

こ
れ
を
「
平
仄

ひ
ょ
う
そ
く

」と
言
う
。 

 

さ
て
、
個
々
の
漢
字
は
す
べ
て
、
「一
音
節
」で
あ
り
、
こ
れ 

は
、
厳
格
に
守
ら
れ
る
大
原
則
で
あ
り
ま
す
。
「個
即
全
・ 

全
即
個
」の
鐘
は
「個
と
全
」の
間
で
な
り
ま
す
。
即
ち
、
矛 

盾
こ
そ
が
す
べ
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

漢
詩
を
含
む
漢
文
が
厳
然
と
し
た
約
束
事
を
持
っ
て
い
る 

の
に
対
し
て
、
私
が
大
好
き
な
日
本
文
は
少
し
曖
昧
で
あ 

り
ま
す
。 

俳
句
や
短
歌
、
い
ろ
い
ろ
な
詩
、
散
文
が
あ
り
ま
す
が
、 

こ
れ
ら
日
本
文
は
音
声
だ
け
で
も
通
じ
る
自
然
言
語
の
一

種
で
あ
る
の
に
対
し
、
漢
文
は
自
然
言
語
を
土
台
に
し
て
つ

く
ら
れ
た
人
工
的
な
書
記
言
語
で
あ
り
、
書
か
な
い
と
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
宿
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
違
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
吟
詠
・漢
詩
家
で
あ
る
私
の
号 

ハイソサエティＯＢの演奏 
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は
、
「
寄
雲
」
（
き
う
ん
）
で
あ
り
ま
す
。
和
歌
の
方
の
ペ
ン
ネ 

ー
ム
は
「
七
云
」
（
し
ち
う
ん
）
」で
あ
り
ま
す
。 

 

閑
話
休
題
。
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
ま
す
。
日
本
文
の
短 

歌
、
俳
句
や
各
種
の
詩
は
定
型
詩
？
の
一
種
で
あ
り
ま
す 

が
、
決
ま
り
ご
と
は
少
し
緩
や
か
で
あ
り
ま
す
。
対
し
て
、 

漢
詩
は
字
余
り
な
ど
の
例
外
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

～
次
号
に
つ
づ
く
～ 

 

（副
会
長 

當
山 

武
） 

 

◆
投
稿
文 

『明
治
時
代
か
ら
続
く
中
国
と
の
交
流
が
、 

早
稲
田
の｢

留
学
先
と
し
て
の
人
気｣

を
築
い
た
』 

二
年
前
の
稲
門
祭
で
、
北
京
大
学
か
ら
早
稲
田
大
学
に

留
学
し
た
学
生
が
運
営
す
る
、
模
擬
店
に
出
会
い
ま
し
た
。 

土
産
を
購
入
す
る
た
め
学
生
と
日
本
語
で
話
し
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
他
愛
の
な
い
会
話
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

私
→
北
大
バ
ッ
ジ
が
売
ら
れ
て
い
た
の
で
「
こ
こ
に
何
故
、

北
海
道
大
学
の
バ
ッ
ジ
が
あ
る
の
で
す
か
」
と
質
問
。 

学
生
→
「そ
れ
は
北
京
大
学
の
バ
ッ
ジ
で
、
略
す
と
北
大 

に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
質
問
を
良
く
受
け
ま
す
」
と
の

回
答
。 

と
こ
ろ
で
、
一
〇
月
一
四
日
付
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ

イ
ン
」
に
、
『
中
国
人
エ
リ
ー
ト
が
慶
應
よ
り
も
圧
倒
的
に
早

稲
田
を
目
指
す
理
由
』と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

本
記
事
の
全
文
は
、
次
の
リ
ン
ク
先
を
、
参
照
願
い
ま
す
。 

→ 
h

ttp
://d

ia
m

o
n

d
.jp

/a
rtic
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s
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早
稲
田
大
学
国
際
部
東
ア
ジ
ア
部
門
長
の
江 こ

う

正
殷

せ

い

い

ん

氏
は
、

「
そ
れ
は
早
稲
田
の
歴
史
と
中
国
が
深
い
関
係
に
あ
る
か
ら
」

と
説
明
し
ま
す
が
、
早
稲
田
大
学
の
卒
業
生
の
内
の
何
割
の

人
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

リ
ン
ク
先
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
」の
文
章
か
ら
、

核
心
部
分
を
、
左
記
に
転
載
し
ま
す
。 

①
早
稲
田
と
中
国
と
の
最
初
の
関
わ
り
は
、
一
八
九
六

年(

明
治
二
九
年)

に
さ
か
の
ぼ
る
。 

こ
の
年
早
稲
田
は
、
清
国
か
ら
官
費
留
学
生
一
三
人

を
受
け
入
れ
、
日
本
語
教
育
を
行
っ
た
。 

②
一
九
一
三
年(

大
正
二
年)

に
は
、
中
国
人
の
李 り

大
釗

た
い
し
ょ
う

が

入
学
。
李
は
後
に
、
中
国
共
産
党
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
な
る
。 

③
同
じ
く
創
設
メ
ン
バ
ー
で
、
初
代
総
書
記
に
選
出
さ 

れ
た
陳
独
秀

ち
ん
ど
く
し
ゅ
う

も
日
本
留
学
組
で
、
早
稲
田
出
身
だ
。 

私
達
が
誇
ら
し
く
思
え
る
の
は
、
早
稲
田
大
学
の
先
輩
た

ち
が
、
明
治
時
代
か
ら
、
海
外
の
大
学
と
の
交
流
の
必
要
性

を
認
識
し
て
、
積
極
的
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で

す
。 早

稲
田
大
学
校
歌
の
二
番
の
次
の
歌
詞
が
、
脳
裏
に
浮
か

び
ま
し
た
。 

 
 

 

東
西
古
今
の
文
化
の
う
し
ほ 

 
 

 
 

 

一
つ
に
渦
巻
く
大
島
国
の 

 
 

 

大
な
る
使
命
を
担
ひ
て
立
て
る 

 
 

 
 

 

わ
れ
ら
が
行
手
は
窮
り
知
ら
ず 

校
歌
に
謳
わ
れ
た
建
学
の
精
神
を
、
今
後
も
絶
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
母
校
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
、

改
め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。  

 
 

  

（幹
事 

伊
東 

孝
） 

  

✿
投
稿
原
稿
大
募
集 

会
報
第
二
号
は
平
成
二
九
年
七
月
の
発
行
予
定
で
す
。 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の

話
、
書
評
、
体
験
談
、
耳
よ
り
情
報
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
何
で
も

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
八
〇
〇
字
内
外
（目
安
―
こ
れ

よ
り
長
い
・短
い
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。 

写
真
・絵
画
・書
・似
顔
絵
・イ
ラ
ス
ト
・漫
画
な
ど
も
大

歓
迎
で
す
。 

メ
ー
ル
、FA

X

ま
た
は
地
区
担
当
役
員
経
由
で
。 

〆
切
：平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日 

宛
先
：mail ashikaga-kazuo@

m
w
c.biglobe.ne.jp 

F
A

X

・☎
共
通048-769

-2214
 

 

足
利
和
雄 

編
集
後
記 

穏
や
か
な
日
和
、
公
園
の
ベ
ン
チ
の
周
り
に
人
だ
か
り
が
で

き
、
『今
読
ん
で
る
本
が
面
白
い
ん
で
す
よ
…
…
』
、
『先
だ
っ

て
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
』…
…
な
ど
と
話
が
弾
む
。 

こ
の
会
報
は
、
そ
の
よ
う
な
、
会
員
が
自
由
に
語
り
合
え

る
『ひ
ろ
ば
』に
し
た
い
と
念
願
し
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。 

皆
様
か
ら
の
原
稿
が
そ
の
源
で
す
。
ど
し
ど
し
投
稿
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
会
報
は
、
見
様
見
真
似
、
手
探
り
で
つ
く
り
ま
し
た
。

ご
批
評
、
改
善
提
案
な
ど
も
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
子 

http://diamond.jp/articles/-/104578
mailto:ashikaga-kazuo@mwc.biglobe.ne.jp
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✿
創
刊
号
特
別
寄
稿 

 

「
伊
能
忠
敬
～
人
生
二
毛
作
の
達
人
～
」  

 
 
 
 

伊
東 

孝 

 

一
．
伊
能
忠
敬
研
究
会
に
入
会
し
た
経
緯 

 
 

私
は
現
在
、
蓮
田
白
岡
稲
門
会
の
他
に
、
伊
能
忠
敬

研
究
会(

以
下｢

伊
能
研｣

と
呼
ぶ)

と
江
戸
城
天
守
を
再

建
す
る
会
に
入
っ
て
い
る
。
本
稿
は
伊
能
忠
敬(

以
下
必

要
に
応
じ
て｢

伊
能｣

と
呼
ぶ)

を
テ
ー
マ
に
し
た
文
章

な
の
で
、
始
め
に
伊
能
研
に
入
会
し
た
経
緯
を
記
す
。 

 

 

私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
千
葉
県
・
木
更
津
市
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
同
じ
千
葉
県
出
身
の
偉
人
・
伊
能
忠
敬
の

こ
と
は
、
い
つ
も
頭
を
離
れ
な
か
っ
た
。 

 

会
社
の
定
年
退
職
を
間
近
に
控
え
た
年
に
、
た
ま
た

ま
伊
能
に
関
す
る
次
の
書
物
を
読
ん
で
、
そ
の
生
き
方

に
感
銘
を
受
け
た
。 

 

①
井
上
ひ
さ
し
著
「
四
千
万
歩
の
男
」
（
全
五
冊
） 

 

②
井
上
ひ
さ
し
著
「
四
千
万
歩
の
男 

忠
敬
の
生
き

方
」 

 

③
童
門
冬
二
著 

「
伊
能
忠
敬 

～
日
本
を
測
量
し

た
男
～
」 

  

会
社
退
職
後
、
「
伊
能
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た

い
」
「
同
好
の
士
と
交
流
を
深
め
た
い
」
と
の
思
い
が

高
ま
り
、
伊
能
研
の
門
を
叩
い
た
。
入
会
後
そ
の
年
の

新
入
会
員
を
一
同
に
集
め
て
、
伊
能
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
「
伊
能
研
は

親
切
で
温
か
い
組
織
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。 

 

二
．
伊
能
忠
敬 

～
そ
の
生
涯
を
俯
瞰
す
る
～ 

 
 

伊
能
は
、
今
か
ら
約
二
〇
〇
年
前
、
伊
能
隊
を
率
い 

て
全
国
を
巡
回
測
量
し
て
、「
大
日
本
沿
海

よ輿
ち地

全
図
」

(

以
下｢

伊
能
図｣

と
呼
ぶ)

と
い
う
正
確
な
日
本
地
図
を
、

完
成
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

 

一
体
、
伊
能
は
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
生

経
験
を
経
て
、
日
本
地
図
の
作
成
に
到
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。 

  

こ小
せ
き関

三
治
郎

(

伊
能
忠
敬
の
幼

名)

は
、
千
葉
県

の
九
十
九
里
町

で
生
ま
れ
た
。 

そ
し
て
六
才
の

時
に
母
が
亡
く

な
り
、
そ
れ
か
ら

一
〇
才
迄
の
四
年
間
は
父
や
兄
弟
と
離
れ
て
暮
ら
し
た
。 

一
〇
才
に
な
っ
た
時
、
千
葉
県
の
横
芝
光
町
に
あ
る
父

の
実
家(

神
保
家)

に
引
き
取
ら
れ
る
が
、
父
の
後
妻
に

疎
ん
じ
ら
れ
、
た
ま
ら
ず
三
治
郎
は
家
を
飛
び
出
し
、

親
戚
の
家
を
転
々
と
渡
り
歩
い
た
。 

 

 

そ
し
て
一
七
才
の
時
に
、
親
類
縁
者
の
勧
め
で
、
千

葉
県
・
佐
原
の
酒
造
家
で
当
時
家
運
が
傾
き
か
け
て
い

た
伊
能
家
に
婿
入
り
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
幕
府
の
儒 

者･

は
や
し

林
だ
い大
が
く学
の
か
み

頭
ほ
う鳳
こ
く谷

に
頼
ん
で
「
忠
敬
」
と
い
う
名
前

を
付
け
て
も
ら
っ
た
。 

  

婿
入
り
後
は
伊
能
家
の
当
主
と
し
て
、
地
主
と
し
て

の
仕
事
や
家
業(

酒
造
、
運
送
、
米
取
引
他)

に
つ
い
て

勉
強
し
て
、
そ
の
後
遭
遇
す
る
幾
多
の
難
題
を
知
恵
と

才
覚
で
乗
り
切
っ
た
こ
と
で
、
三
七
才
の
時
に
領
主
か

ら
名
主
に
任
じ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
伊
能
家
再
興
の
目
的
を
果
た
し
、
後
継
者
が

一
人
前
に
成
長
し
た
こ
と
を
見
届
け
、
四
九
才
の
時
に
、 

家
督
を
長
男
の

か
げ景
た
か敬

に
譲
っ
た
。 

伊
能
は
そ
の
時
点
で
、
そ
れ
以
降
悠
々
自
適
の
隠
居
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
彼
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。 

  

伊
能
は
五
〇
才
の
時
に
江
戸
の
深
川
に
移
り
住
み
、 

て
ん天
も
ん文
か
た方

の
高
橋

よ
し至
と
き時(

＊
１)(

以
下｢

至
時｣

と
呼
ぶ)

に

弟
子
入
り
し
て
、
本
格
的
に
天
文
学
や
暦
学
を
学
び
始

め
た
。(

注)

＊
１
→
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
。 

そ
し
て
最
初
の
仕
事
と
し
て
改
暦
に
従
事
し
、
こ
れ
を

成
し
遂
げ
た
。 

 

し
か
し
至
時
が
、
「
暦
の
精
度
を
一
層
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
子
午
線
一
度
の
地
表
の
距
離
を
図
る
必
要

が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
五
五
才
の
時

か
ら
伊
能
隊
を
率
い
て
全
国
を
巡
回
測
量
し
て
、
子
午



2 
 

線
一
度
の
距
離
を
測
定
す
る
と
共
に
、
日
本
地
図
作
成

の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

以
後
、
伊
能
が
七
三
才
で
没
す
る
迄
の
一
七
年
間
、 

一
〇
次
に

わ
た亘

る
伊
能
隊
で
巡
回
測
量
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
間
、
伊
能
が
歩
い
た
距
離
は
地
球
一
周
分
で
、
約
四

万
ｋ
ｍ
／
約
四
千
万
歩
と
言
わ
れ
る
。
四
千
万
歩
は
、

井
上
ひ
さ
し
の
小
説
の
題
名
の
一
部
に
使
わ
れ
た
。 

 

 

伊
能
の
死
後
、
門
弟
達
に
作
業
が
引
き
継
が
れ
、
漸

く｢

伊
能
図｣

が
完
成
し
て
徳
川
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
の

は
、
伊
能
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

三
．
伊
能
忠
敬
の
人
生
の
一
毛
作
目<

佐
原
時
代>

     

～
非
凡
な
商
才
で
伊
能
家
を
再
興
～ 

 
 

伊
能
の
人
生
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
生
涯
は
「
人
生

二
毛
作
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

最
初
に
、
人
生
の
一
毛
作
目
の
佐
原
時
代
以
前
の
話

で
あ
る
。 

 

 

小
関
三
治
郎
が
誕
生
し
て
か
ら
造
り
酒
屋
に
婿
入
り

す
る
迄
の
一
七
年
間
は
、
彼
の
性
格
や
能
力
の
基
盤
が

形
成
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
そ
の
人
生

は
必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
む
し
ろ
苦
労
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
伊
能
は
逆
境
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
う
。 

  

ま
た
伊
能
は
幼
い
頃
か
ら
天
体
の
星
を
観
察
す
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
り
、
農
地
・
河
川
を
測
量
し
て
改
修

す
る
工
事
に
興
味
を
示
し
た
り
と
、
一
毛
作
目
の
佐
原

時
代
や
二
毛
作
目
の
深
川
時
代
に
結
び
付
く
よ
う
な
思

考
や
行
動
の
片
鱗
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。 

自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
き
、
機
会

が
あ
れ
ば
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
知
識
を
増
や
し
て
い
く

生
き
方
は
、
既
に
こ
の
時
期
迄
に
萌
芽
し
て
い
た
。 

  

と
こ
ろ
で
、
人
生
の
一
毛
作
目
の
佐
原
時
代
は
、
「
目

標
＝
伊
能
家
の
再
興
」
な
の
で
、
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
明

確
」
で
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
必
要

な
「
人
・
物
・
金
・
情
報｣
を
明
確
に
決
め
て
、
中
間
地

点
に｢

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン｣

を
置
き
、｢

目
標
管
理｣

を
行

っ
た
と
推
測
す
る
。 

  

理
屈
は
右
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

現
実
は
う
ま
く
動
か
な
い
。 

 

 

伊
能
の
優
れ
た
点
は
、
三
代
前
の
当
主
・

か
げ景
と
し利

や
五 

代
前
の
当
主
・

か
げ景
よ
し義

が
残
し
た
資
料
を
丹
念
に
読
ん
で
、

過
去
の
歴
史
か
ら
謙
虚
に
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
こ
に
は
、
難
事
案
へ
の
対
応
方
法
は
言
う
に

及
ば
ず
、
根
気
強
さ
・
几
帳
面
さ
、
記
録
や
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
も
、
含
ま
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
三
代
前
の
当
主
・

か
げ景
と
し利

が
、
隠
居(

四
五
才)

後

の
五
二
才
か
ら
五
年
間
を
か
け
て
、
膨
大
な
記
録
を
ま

と
め
る
事
業
に
取
り
組
み
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
知
り
、

感
銘
を
受
け
て
い
る
。 

 

井
上
ひ
さ
し
に
よ
れ
ば
、
婿
入
り
し
た
時
の
伊
能
家

の
財
産
＝
三
億
円
を
、
長
男
に
家
督
を
譲
っ
た
時
の
財

産
＝
七
〇
億
円
に
ま
で
増
や
し
た
の
で
、
伊
能
は
非
凡

な
商
才
の
持
ち
主
で
あ
る
と
言
う
。 

 

四
．
伊
能
忠
敬
の
人
生
の
二
毛
作
目<

深
川
時
代> 

 
 
 

～
日
本
全
国
を
測
量
し
て
伊
能
図
を
完
成
～ 

  

伊
能
の
生
き
方
の
真
骨
頂
は
、
人
生
の
二
毛
作
目
の

深
川
時
代
で
あ
る
。 

  

深
川
時
代
は
、
至
時
へ
の
弟
子
入
り
か
ら
始
ま
る
が
、

伊
能
が
勇
気
を
出
し
て
踏
み
出
し
た
一
歩
が
、
そ
の
後

の
偉
業
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
銘
記
し
て
お
き
た
い
。 

●
人
生
の
一
毛
作
目
〈
佐
原
時
代
〉 

→
期
間
は
１
７
才
～
４
９
才
の
３
３
年
間
。
非
凡
な
商
才

を
発
揮
し
て
、
傾
き
か
け
た
伊
能
家
を
再
興
し
た
。 

 

●
人
生
の
二
毛
作
目
〈
深
川
時
代
〉 

→
期
間
は
５
０
才
～
７
３
才
の
２
３
年
間
。
後
半
の
１
７

年
間
は
、
１
０
次
に
亘
る
伊
能
隊
で
全
国
を
測
量
し

て
、
精
緻
な
日
本
地
図
で
あ
る
伊
能
図
を
完
成
さ
せ

た
。 
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伊
能
は
改
暦
作
業
を
終
わ
ら
せ
た
後
に
、
全
国
を
巡
回

測
量
し
て
、
子
午
線
一
度
の
距
離
の
測
定
や
日
本
全
土

の
地
図
を
作
成
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。 

  

伊
能
隊
は
、
最
大
二
〇
人
に
迫
る
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー 

ム
を
編
成
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
立
案
し
た
計
画
に

の
つ
と

則

っ

て
測
量
を
進
め
、
同
時
に
地
図
を
作
成
し
て
い
く
作
業

を
繰
り
返
し
た
。 

そ
の
過
程
で
、
予
期
し
な
い
事
態
の
発
生
は
珍
し
く
な

く
、
そ
れ
ら
に
適
切
に
対
処
し
な
が
ら
、
一
七
年
と
い

う
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
し
た
こ
と
は
、
驚
嘆

に
値
す
る
。 

人
生
一
毛
作
目
の
佐
原
時
代
の
経
験
が
、
人
生
二
毛
作

目
の
深
川
時
代
に
、
少
な
か
ら
ず
役
に
立
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

さ
て
こ
こ
で
、
伊

能
の
取
り
組
み
の
特

徴
を
、
思
い
付
く
ま

ま
列
挙
し
て
み
た
。 

①
実
測
デ
ー
タ
に 

語
ら
せ
る
と
い 

う
、
サ
イ
エ
ン 

ス
の
基
本
へ
の 

忠
実
さ
を
貫
い 

た
。 →

科
学
的
手 

法
に
対
す 

る
信
頼
が 

あ
り
、
実
際
の
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
憶
測 

や
想
像
を
排
除
し
た
。 

②
実
測
デ
ー
タ
の
取
得
は
、
一
切
の
手
抜
き
を
排
除

す
る
と
い
う
実
直
さ(

愚
直
さ)

で
行
っ
た
。 

→
星
が
見
え
れ
ば
必
ず
天
測
し
て
、
デ
ー
タ
を 

取
り
損
な
わ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
。 

 

③
現
場
を
取
り
仕
切
る
、
卓
越
し
た
プ
レ
ー
イ
ン
グ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
能
力
を
、
身
に
付
け
て

い
た
。 

 

④
地
図
の
作
成
は
、
天
が
伊
能
に
命
じ
た
天
命
と
理

解
し
て
、
命
懸
け
で
や
り
遂
げ
る
と
の
強
い
責
任

感
を
持
っ
て
い
た
。 

  

と
こ
ろ
で
出
来
上
が
っ
た
伊
能
図
の
精
度
は
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
日
本
地
図
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
て
も
、

輪
郭
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
ほ
ど
、
完
成
度
の
高
い
も

の
で
あ
る
。 

そ
の
理
由
は
、
動
か
ぬ
基
準
点
と
し
て
、
北
極
星
の
高

度
を
随
所
で
実
測
し
て
、
測
定
誤
差
を
修
正
し
た
こ
と

に
あ
る
。 

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
徳
川
幕
府
は
国
防
上
の
観
点

か
ら
国
内
で
の
流
布
を
禁
止
し
た
た
め
、
伊
能
図
が
一

般
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

  

そ
の
後
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
り
海
外
に
持
ち
出
さ
れ

た
伊
能
図
や
、
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
見
せ
た
伊
能

図
は
、
そ
れ
を
見
た
外
国
人
が
そ
の
正
確
さ
に
驚
い
た

と
さ
れ
る
。 

 

 

さ
て
、
時
代
は
幕
末
か
ら
明
治
に
入
る
。 

佐
賀
藩
出
身
の
佐
野

つ
ね常
た
み民(

＊
３)

は
、
長
崎
海
軍
伝
習 

所
で
訓
練
し
て
い
る
時
に
伊
能
図
を
使
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
地
図
が
正
確
で
と
て
も
役
立
つ
こ
と
を
知
っ
た
。 

(

注)

＊
３
→
日
本
赤
十
字
社
の
創
設
者
で
初
代
社
長

を
務
め
た
。 

そ
こ
で
佐
野
は
更
に
情
報
を
集
め
た
上
で
、
明
治
一
五

年
に
、
東
京
地
学
協
会
で
の
講
演
で
「
伊
能
忠
敬
と
伊

能
図
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。 

そ
の
講
演
が
、
伊
能
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
。 

そ
れ
以
降
、
例
え
ば
教
科
書
に
伊
能
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
、
伊
能
の
名
は
全
国
津
々
浦
々
に
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

  

川
村

ま
さ
る

優

氏(

文
学
博
士)

に
よ
れ
ば
、
伊
能
の
一
生
は
、 

「
石
に

か
じ齧

り
付
い
て
も
」
と
表
現
す
る
の
が
相
応
し
い 

と
言
う
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
は
、
今
後
更
に
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て
い
る

が
、
私
は
伊
能
の
少
年
時
代
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。 

  

井
上
ひ
さ
し
は
、｢

四
千
万
歩
の
男｣

の
中
で
、
伊
能

に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
隠
居
後
に
新
た
な
挑
戦
を
始 

め
る
「
一
身
に
し
て

に二
せ
い生

を
得
る
生
き
方
」
で
あ
る
と

語
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
井
上
は
、
平
均
寿
命
が
延
び
た
現
代
、
「
退
職

後
の
長
い
人
生
を
送
る
に
あ
た
り
、
伊
能
の
生
き
方
は

大
い
に
参
考
に
な
る
」
と
言
う
。 
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五
．
伊
能
忠
敬
の
人
生
に
ヒ
ン
ト
を
得
る 

  

伊
能
の
人
生
を
現
代
に
当
て
は
め
る
と
、
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
会
社
生
活
を
全
う
し
た
後
、
退
職
後
の
第
二

の
人
生
に
お
い
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
、
な
お

か
つ
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
に
取
り
組
み
、
成
果
を

挙
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

  

会
社
退
職
後
に
、
第
二
の
人
生
を
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
る
人
は
大
勢
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
人
に
と
っ
て
、

伊
能
の
生
き
方
は
ヒ
ン
ト
に
な
る
。 

  

一
人
で
も
多
く
の
人
が
伊
能
の
人
生
に
興
味
を
持
ち
、

そ
の
生
き
方
か
ら
自
分
の
人
生
の
ヒ
ン
ト
が
見
付
か
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。 

 

（付
録
）仙
崖
和
尚
と
伊
能
忠
敬 

 

仙 せ
ん

崖 が
い

和
尚(

禅
僧)

は
、
左
記
の
と
お
り
、
伊
能
忠
敬
と
同

時
代
を
生
き
た
名
僧
で
あ
る
。 

 

・
仙
崖
和
尚
（
一
七
五
〇
年
～
一
八
二
七
年
、
八
七
才
） 

 

・
伊
能
忠
敬
（
一
七
四
五
年
～
一
八
一
八
年
、
七
三
才
） 

 
 

 
(

注)

右
記
の
括
弧
内
は
、
（
生
年
～
没
年
、
享
年
）
を

示
す
。 

 

二
人
の
生
年
は
五
年
違
い
、
没
年
は
九
年
違
い
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
一
七
五
〇
年
～
一
八
一
八
年
の
六
八
年
間
は
、 

二
人
は
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る
。 

 

仙
崖
和
尚
が
作
成
し
た
「老
人
六
歌
仙
」を
左
に
記
す
。 

  

【
老
人
六
歌
仙
】 

 
 

 

し

わ皺
が
よ
る 

ほ

く

ろ

黒
子
が
で
き
る 

 
 

 
 

 

腰
曲
が
る 

頭
は
は
げ
る 

ひ
げ
白
く
な
る 

 
 

 

手
は
震
う 

足
は
よ
ろ
つ
く 

歯
は
抜
け
る 

 
 

 
 

 

耳
は
聞
こ
え
ず 

目
は

う
と疎

く
な
る 

 
 

 

身
に
添
う
は 

ず頭
き

ん巾 

襟
巻 

杖 

眼
鏡 

 
 

 
 

 

た
ん
ぽ 

お

ん温
じ
や
く

石 

し尿
び

ん瓶 

孫
の
手 

 
 

 

聞
き
た
が
る 

死
に
と
も
な
が
る 

淋
し
が
る 

 
 

 
 

 

心
は
曲
が
る 

欲
深
く
な
る 

 
 

 

く
ど
く
な
る 

気
短
に
な
る 

愚
痴
に
な
る 

 
 

 
 

 

出
し
ゃ
ば
り
た
が
る 

世
話
焼
き
た
が
る 

 
 

 

ま
た
し
て
も 

同
じ
話
に 

子
を
誉
め
る 

 
 

 
 

 

達
者
自
慢
に 

人
は
嫌
が
る 

 
「
老
人
六
歌
仙
」の
前
段
の
六
行
は
「老
人
の
風
体
や
機
能

の
衰
え
の
特
徴
」を
、
後
段
の
六
行
は
「老
人
の
気
持
ち
や

考
え
方
の
変
化
の
特
徴
」を
、
活
写
し
て
い
る
。 

 

今
改
め
て
「老
人
六
歌
仙
」を
読
む
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
た

当
時
の
老
人
の
特
徴
は
、
現
代
の
老
人
に
も
当
て
は
ま
る 

も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
故 ゆ

え

私
は
、
「老
人
六
歌
仙
」を
自

戒
の
言
葉
と
し
て
い
る
。 

 

仙
崖
和
尚
と
同
時
代
を
生
き
た
伊
能
忠
敬
は
、
「老
人
六

歌
仙
」に
描
か
れ
た
当
時
の
老
人
た
ち
の
光
景(
＊
４)
を

日
常
垣
間
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
自

分
も
そ
う
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
、
漠
然
と
し
た
不
安
が

全
く
無
か
っ
た
と
言
え
ば
、
恐
ら
く
噓
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 
(

注)

＊
４
→
当
時
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
＝
五
〇
才
弱 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

で
あ
る
の
で
、
五
〇
才
以
上
は
老
人
と
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

識
さ
れ
、
「老
人
六
歌
仙
」に
描
か
れ
た
特 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徴
の
い
く
つ
か
を
、
実
際
に
呈
し
て
い
た
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
と
考
え
る
。 

 

し
か
し
、
「全
国
各
地
の
巡
回
測
量
と
精
緻
な
日
本
地
図 

の
作
成
」
こ
そ
が
自
分
の
天
命
で
あ
る
と
固
く
心
に
誓 

っ
た
伊
能
の
心
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
揺
ら
ぐ
こ
と
は 

な
か
っ
た
。 

 (

参
考)

左
記
は
「
老
人
六
歌
仙
」
で
あ
る
。  




